






























































































































































































音節数 比率 音節数 比率 音節数 比率
十二月歌（８６） ８６ １００％ ０ ０％ ０ ０％
女児歌（１４５） １４５ １００％ ０ ０％ ０ ０％
不忘䙽娘養育恩（１５４） １５４ １００％ ０ ０％ ０ ０％
伴嫁歌（９６） ９６ １００％ ０ ０％ ０ ０％
玉蓮観灯（５０４） ５０２ ９９．６％ ２ ０．４％ ０ ０％
玉秀探親書（９２４） ９１９ ９９．５％ ５ ０．５％ ０ ０％




音節数 比率 音節数 比率 音節数 比率
十二月歌（８６） ８６ １００％ ０ ０％ ０ ０％
女児歌（１４５） １４４ ９９．３％ １ ０．７％ ０ ０％
不忘䙽娘養育恩（１５４） １５２ ９８．７％ ２ １．３％ ０ ０％
伴嫁歌（９６） ９４ １００％ ０ ０％ ０ ０％
玉蓮観灯（５０４） ４９６ ９８．４％ ８ １．６％ ０ ０％
玉秀探親書（９２４） ９２１ ９９．７％ ３ ０．３％ ０ ０％















































音節数 比率 音節数 比率 音節数 比率
十二月歌（８６） ６８ ７９％ １７ ２０％ １ １．２％
女児歌（１４５） １２６ ８７％ １９ １３％ ０ ０％
不忘䙽娘養育恩（１５４） １１５ ７５％ ３９ ２５％ ０ ０％
伴嫁歌（９６） ７８ ８１％ １８ １９％ ０ ０％
玉蓮観灯（５０４） ４０１ ８０％ １０３ ２０％ ０ ０％
玉秀探親書（９２４） ７５７ ８２％ １６７ １８％ ０ ０％




音節数 比率 音節数 比率 音節数 比率
十二月歌（８６） ８３ ９７％ ３ ３％ ０ ０％
女児歌（１４５） １４０ ９７％ ５ ３％ ０ ０％
不忘䙽娘養育恩（１５４） １３９ ９０．３％ １４ ９．１％ １ ０．６％
伴嫁歌（９６） ８７ ９１％ ９ ９％ ０ ０％
玉蓮観灯（５０４） ４５９ ９１．１％ ４３ ８．５％ ２ ０．４％
玉秀探親書（９２４） ８７３ ９４．５％ ５０ ５．４％ １ ０．１％


























































意 味 の“愁 愁 tso２１tso２１”（P１０６）を“t 㷡 ie４４t 㷡 ie４４”と、“状 t 㷡 iou
５”（P１０６、１０７）を“t 㷡ye４２”と、「玉秀探親書」中の“曾 tsai４２”（P
１０９）を“t 㷡４２”と、両者ともに西南官話の発音で読んでいる。普通











音節数 比率 音節数 比率 音節数 比率
十二月歌（８６） ８３ ９６．５％ ２ ２．３％ １ １．２％
女児歌（１４５） １２１ ８３％ １６ １１％ ８ ５．５％
不忘䙽娘養育恩（１５４） １２３ ７９．９％ ２２ １４．３％ ９ ５．８％
伴嫁歌（９６） ７７ ８０．２％ １４ １４．６％ ５ ５．２％
玉蓮観灯（５０４） ４０９ ８１．１％ ８２ １６．３％ １３ ２．６％
玉秀探親書（９２４） ７６２ ８２．５％ １３７ １４．８％ ２５ ２．７




音節数 比率 音節数 比率 音節数 比率
十二月歌（８６） ８０ ９３％ ５ ５．８％ １ １．２％
女児歌（１４５） １３５ ９３．１％ ６ ４．１％ ４ ２．８％
不忘䙽娘養育恩（１５４） １１２ ７２．７％ ２８ １８．２％ １４ ９．１％
伴嫁歌（９６） ８２ ８５．４％ １２ １２．５％ ２ ２．１％
玉蓮観灯（５０４） ４３３ ８５．９％ ４９ ９．７％ ２２ ４．４
玉秀探親書（９２４） ７２７ ７８．９％ １５５ １６．８％ ４２ ４．７％
女書的伝説（７４１） ６８３ ９２．２％ ４５ ６．１％ １３ １．７％
表５ 周濂文の言語使用状況
表６ 王莉の言語使用状況
１４３（３２）
めている比率が明らかに大きい。周濂文を紹介する資料から以下のよう
なことがわかる。彼は中学卒業後、すぐに深圳に行き４年働いている。
この期間の言語環境は城関土話でも西南官話でもなく、普通話であった。
４年後に江永県に戻り、トラックの運転手になったが、流動性が極めて
高い職業であることから、依然として普通話を使う機会が非常に多い、
と被調査者本人からも確認ができている。一方、王莉は地元で生活して
いるので、比率は周より低いものの、４０歳代の４名よりも普通話の使用
率がかなり高い。
この他、この年齢層の二人の発音には、声調の変化と母音の発音の変
化が認められる。声調の変化は例えば以下のようなものである。使う頻
度のたいへん高い否定副詞の「不」は、城関土話では１３調“mw３１”
と読むが、周と王はともに、４２調“mw４２”で読んでおり、また「尽」
（P１０５）は、城関土話では１３調“tsai３１”で読むが、王莉は２１調“t 㷡 i
２１”で読んでいる。この２つの文字は普通話では第４声降調で発音する。
したがって、この変調はおそらく普通話の影響を受けた結果と考えられ
る。母音発音の変化は女書歌のメロディに影響がないことから、今回の
検討対象から外すこととする。
５．考察と結論
前章の表１～表６の結果からわかるように、６名の被調査者の現在の
言語使用状況はかなり異なっている。作品によって個人差があるものの、
年齢層による傾向がはっきり見て取れる。その傾向をわかりやすいよう
に、以下は６名の調査データに基づいて、城関土話・西南官話・普通話
に分けて、使用状況のグラフで示し、考察する。さらに、インタビュー
でわかった現地の小学生以下の子供の言語使用傾向も視野に入れて結論
を導き出すこととする。
グラフ１から以下のことがわかる。
① ６０歳代以上の年齢層の被調査者は、ともに城関土話の発音がほと
んどである。
② ４０歳代前後の年齢層の被調査者は、女性は男性よりも城関土話の
使用率が高い。
１４２（３３）
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③ ２０歳代前後の年齢層の被調査者は、作品の差はあるが、男女の差
は４０歳代ほど明らかではないと言える。
④ ４０歳代以下の年齢層の被調査者は、６０歳代以上の年齢層の被調査
者と比べて、明らかに城関土話の使用率が低くなっている。
グラフ２から以下のことがわかる。
① ６０歳代以上の年齢層の被調査者は、ほとんど西南官話を使ってい
ない。
② ４０歳代前後の年齢層の被調査者は、男性は２０％近く、女性は１０％
グラフ１ 城関土話の使用状況
グラフ２ 西南官話の使用状況
１４１（３４）
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ぐらい西南官話を使っている。この年齢層では、男性が女性よりも
西南官話の使用率がやや高い。
③ ２０歳代前後の年齢層の被調査者は、男女ともに１０％以上西南官話
を使っており、男女の比率差がそれほどないと言える。
④ ４０歳代以下の被調査者は、６０歳代と比べて西南官話の使用率がか
なり高くなっている。
グラフ３ 普通話の使用状況
グラフ３から以下のことがわかる。
① ６０歳代以上の年齢層の被調査者は、普通話はまったく使っていな
い。
② ４０歳代前後の年齢層の被調査者は、たまに普通話を使っているが、
ほとんど使っていない。
③ ２０歳代前後の年齢層の被調査者は、平均にして５％ぐらい使って
おり、
④ ２０歳代前後の年齢層の被調査者は、作品による使用率の差が見ら
れるものの、普通話の平均値からみるとさほど差がないと言える。
⑤ ２０歳代前後の年齢層の被調査者の普通話の使用は、４０歳代以上の
被調査者よりも、明らかに増加する傾向にあると言える。
このほかに、小学生の子供をもつ４０歳代前後の被調査者の二人に対す
るインタビューの中で以下のこともわかった。彼らは家で子供と交流す
るときは、すでに城関土話を使わず、西南官話か普通話を使うように
なっている。特に小学校の先生との交流は普通話で行うことになってい
ることから、十代以下の子供の方言の使用率がさらに低下していると推
１４０（３５）
測できる。
以上の考察から、次のような調査結果を導き出すことができる。
（１） 城関土話の使用は、年齢層が若くなるにつれて少なくなってい
る。
（２） 城関土話は徐々に西南官話化、さらには普通話化されつつある。
この結果は、学校教育をはじめ、テレビやインターネットなどのメ
ディアの普及によるものであり、すなわち、社会環境やライフスタイル
の変化がもたらしたものである。こうして狭く限られた地域でしか使え
ない方言は、だんだん官話や普通話化されてしまうことになる。
江永県の女書文化はまさにこの地方の主な方言の城関土話に依存して
いる。ところが、この城関土話はいま官話化、さらに普通話化されつつ
ある状態にある。これこそが、現在の若い文化伝承者が自然伝承者のよ
うに女書歌を自在に創作したり吟唱することができない原因の一つだと
考えられる。
おわりに
以上、比較的若い女書の文化伝承者が何故女書歌を創作できないか、
という問題について、その基本条件の一つである城関土話から検討して
きた。
江永県で行った言語調査の結果、城関土話が徐々に官話化、普通話化
されつつあることが明らかになった。このことは、若い文化伝承者達が
女書歌創作のための基本条件を備えなくなってしまったことを意味して
いる。それこそ、彼女たちが女書歌を創作できない原因の一つである。
従って、城関土話の官話化は女書文化の伝承において重大な問題であ
る。いま現在の生活環境の中で、女書文化伝承に必須となる言語的条件
の城関土話をいかに保存し、継承させていくことは今後の大きな課題で
ある。
注
１） 中国湖南省江永県上江墟一帯発見された現地の女性の中でしか伝わって
１３９（３６）
いなかった特殊の文字、その文字で綴った作品及びそれをめぐる社会環境
や風俗習慣などのことを指す。
２）１９０９年生まれ、２００４年逝去。上江墟鎮陽家村出身で、２３歳に銅山嶺農場
河淵村に嫁いだ。１４歳から、興福村の義早早に女書を学んだ。結拜姉妹が
おり、互いに女書で交流する経験があったことから、最後の女書自然伝承
者と見なされている。
３）１９４９年中華人民共和国建国後の中国。
４） 女書作品を指す。ほとんど詩歌の文体であり、七言句の歌が主である。
５） 現地の風習の一つ。互いに血縁関係がないが、仲の良い女性同士の間で
義理の姉妹関係を結ぶこと。
６） 現地の旧い風習の一つである。結婚式の三日前から女性たちが集まって
夜通しして、いろいろな歌を歌い、花嫁を見送る儀式である。その歌堂で
は女書歌も多く歌われるという。
７）１９３８年生まれ。銅山嶺農場河淵村出身で、上江墟鎮普美村には嫁いでき
た。祖母と関連資料から女書を習得した。主な創作作品は４４０句からなる長
編自伝「訴苦歌」であり、他に女書研究者との友情などを歌う短い歌もあ
る。
８） 昔女性のすることだと決められた裁縫や刺繍などの針仕事。
９）１９３７年生まれ。渓州尾村出身。瀟蒲村に嫁いできた。少女の時に叔母か
ら女書歌を学んだ。９０年代後期に、現地の女書研究の第一人者の周碩沂お
よび関連する資料から女書を習得した。主な創作作品は自伝以外に、女書
文化を讃える歌や来訪者との友情を歌うものなど多数ある。
１０）１９４０年生まれ。周家邦村出身（周碩沂の妹）。夏湾村に嫁ぐ。周碩沂が
編集した資料から女書を習得した。創作作品は「同師訪女書」など、女書
研究や習得についての内容が主である。
１１）１９６３年生まれ。浦尾村出身で、夏湾村に嫁ぐ。祖母の高銀仙及び関連資
料から女書を習得した。
１２）１９６５年生まれ。浦家村出身で、村内に嫁ぐ。何静華及び関連する資料か
ら女書を習得した。
１３） 事故で亡くなった息子を偲んで悲しんでいる母親を慰める内容である。
同作品の歌いにくい箇所は母親が直してくれた、と本人が話した。
１４） 現地の人は中心となる地域を「城関」と呼び、そこからそこでの方言を
「城関土語」と呼んだ。
１５） 居住地の方言（当地方言）以外に、官話（共通語）も通用する地区のこ
と。
１６） 中国全土で通じる現代中国語の標準語。
１３８（３７）
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